
 

 

 

物  質  名 テレフタル酸ジメチル ＤＢ－22 

別  名 

ジメチルテレフタレート 
1,4-ベンゼンジカルボン酸ジメ

チルエステル 
DMT 

CAS 番号 120-61-6 
PRTR 番号 第 1 種 181 
化審法番号 3-1328 

構 造 式 

 

分子式 C10H10O4 分子量 194.19 
沸点 288℃ 1) 融点 140℃ 4) 
蒸気圧 0.01 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 7.94 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.25 3) 水溶性 19 mg/L（25℃）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性   発発発がががんんん性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 ＞3,200 mg/kg  5)  
 ラット 吸入 LC50 ＞6,000 mg/m3  6)   

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、125、250 mg/kg/day を、マウスに 0、325、650 mg/kg/day を 103 週間混餌投与し

た結果、ラットの雌及びマウスの雄で、わずかではあるが用量に依存した腎臓の慢性的な炎

症の発生率に増加がみられた。これらの結果から、ラットの LOAEL は 125 mg/kg/day、マウ

スの LOAEL は 325 mg/kg/day であった 7) 。 
・ラットに 0、0.5、1.6、3％の濃度で餌に添加して 13 週間投与した結果、0.5％以上の群の雄及

び 3％群の雌で膀胱結石がみられ、3 ％群では尿路上皮で軽度から中程度の過形成もみられ

た 8) 。 
・雄のラットに 0、250、500、1,000 mg/kg/day を 96 日間混餌投与した結果、血液成分の変化、

組織の病変はみられなかったが、1,000 mg/kg/day 群で体重増加の有意な抑制を認めた。これ

らの結果から、NOAEL は 500 mg/kg/day であった 9) 。 
・ラットに 0、0.175、0.25、0.5、1、2％の濃度で餌に添加して 13 週間投与した結果、1％以上

の群で体重増加の抑制を認めた。また、0.175％以上の群で肝細胞の腫脹がみられたが、用量

に依存した発生率の増加はみられなかった。これらの結果から NOAEL は 0.5％であった 7) 。

・ラットに本物質 1～4 mg/m3 を 5 ヶ月間（2 時間/日）吸入させた結果、神経系機能の抑制、軽

度の貧血、網状赤血球増多症、緊張亢進及び呼吸器官の炎症が現れた。また、本物質 40～70 
mg/m3 を 5 ヶ月間（2 時間/日）吸入させた場合には、血液及びリンパの循環障害のために 10
～12 週間で 30％が死亡し、肺でび慢性の炎症及び気腫、肝臓及び腎臓のディストロフィー性

の変性、鼻炎及び気管炎がみられた 10) 。 
・ラットに本物質 0、16.5、86.4 mg/m3 を 58 日間（4 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、86.4 mg/m3

群で鼻の擦り付け、両前肢で顔面を擦る行動及び瞬きがみられたが、体重増加の抑制、血液

成分の変化及び組織の病変はみられなかった 9) 。これらの結果から、NOAEL は 16.5 mg/m3

（暴露状況で補正：2.0 mg/m3）であった。 
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生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、250、500、1,000 mg/kg/day を雄では交尾前から交尾期間まで 115 日間、雌では

交尾前 6 日間及び交尾期間から授乳期間を通して混餌投与した結果、親では授精能、妊娠率、

妊娠期間及び胎仔数への影響はみられなかったが、仔では 500 mg/kg/day 以上の群で体重増加

の有意な抑制を認めた。これらの結果から、親の NOAEL は 1,000 mg/kg/day、仔の NOAEL
は 250 mg/kg/day であった 9) 。 

・ラットに 0、1 mg/m3（24 時間/日）を妊娠期間（20 日間）を通して吸入させた結果、仔への

影響はみられなかった 11,12) 。これらの結果から、仔の NOAEL は 1 mg/m3 であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの影影影    響響響    

・ロシアの研究 1 件では、本物質の高濃度（詳細不明）暴露を受けた労働者で、悪影響はみら

れなかったと報告されている 13) 。 

・本物質への暴露により、眼の発赤が現れる 14) 。 

・発生頻度は低いが、本物質の粉塵への暴露によるかゆみのある皮膚炎、本物質の蒸気及び粉

塵への暴露による呼吸器の刺激が報告されている 15) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性から得られた LOAEL 125 mg/kg/day（腎臓の炎

症）を採用し、LOAEL であることから 10 で除した 1.3 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設定する。

 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性から得られた NOAEL 16.5 mg/m3（鼻の擦り付け

などの行動）を採用し、暴露状況で補正して 2.0 mg/m3 とし、さらに試験期間の短いことから

10 で除した 0.2 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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